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爾お≦む鯵何時かは取扉亥ゑ出だできゑだうう≧肇鶏的

ぢ見導レ奪塵てぐ両緯は，匿学的薯、．，ら鯉学的苓潰舞嬉或

いは適切な育児法などにより，障害が改菩する事例に？

整、て嬬4弗らg対策炉おくれてしまう恩れがある。h

、“肇津瞳害糞歩し＃子ぐ封；対して，2オβか月より，1

母親に対してカウンセリングを行い院子どもの家庭で④

卿方鯉嘩跡鯵碑群？き・適切筋曄と

誌聾獅鶴渉鐸も剛栖1む3払り購
戯治療を行い，就学後に学習指導を行ったひ、現在中学3

年暉継願騨甥告レ・騨麹えて・幼少騨
、翠解を融鰐鯵騨を恥て曝↓鰍享てい
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〉言葉輝おそぐ，12才頃から謡し始めたが単語が7っ位

レか言まなレ》。：、歩き始めもおそく・（1才8か月）㌧歩き 方

炉なゼたどし』 、。】新し砂洋服をきるのを嫌がるδ視線が

合わない。｝奏スに乗ると何をζが気に入らないのか原因が

られない。 ．ド

’
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　両親は大5ん扱覧｝掻《 い子どもで，他の子どもと比較

すると・，・乱す琴ての点で心配でヂ定期的に育児指導を受け・

ている小児科医に誕生日前からそ・の不安を訴えていたが

r子どもの発育に拡個人差があるから，、その中，’成長し

てくる」 、と恥われていたδ しかレ1．だんだルおぐれが目

立ち，扱いに く憩ので近く・の人に聞いてみると。「心配な

ら，、当所に乾、き相談してみたら」・といわれ絹談に来所し

た。ズ権平が育児指導をしている医師に両親の了解を得

て問吟合せ＃とζるらy精神薄弱児だと思う、よ両親犀早く

から不安を与えるのはよくないので」．3、才過ぎておぐれ

がはっきりすれば，両親が自然しζおぐれを認めてくるの

で」llその時に告げるっお擾だと婚う ζとであづたσ1）s
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7日おくれて出産，正常産，出生時体重 ㌔32QO・9新生児

期に特に異常はなか急た蕊λンil熔 ㌧』 一ぐ1矧二儲撒
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1 　』　　ll ▽－rl》 1

首のすわりヂ 5か且県おすむり一8・か月、嘉ひとり歩き

一1才8か月5’話U言じめ史r・2 才∋．おむρは3才近1く1で

とれた。’ 2か月畜で混合栄養）’あとは人工栄養廼養育さ

れた。離乳食をなかなか食びないで離乳が部忌れダ（魂才

6か月で完了した。　　　　　　，入づγ 　　崇野．｝』・∴み
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日本総合愛育研究所紀要

　家族3人で生活していたが，中学入学後，母方祖父母の

　家の別棟に引越した。

　　⑤教育
　　3歳時に3年保育で私立幼稚園に入園』私立小学校を

　卒業，私立中学校に入学，現在3年在学中。

　　4．初回来所時（2才2か月時）

　前述したように，近くの人にすすめられて，両親が本

　児をともなって相談に来所した。 乳幼児精神発達検査を

行った。検査中の態度は，両親からはなれるのに無関，O・

で，検査者と手をっないで入室，少』蓄 もち やで遊ぶが

部屋を出て親を探すので，途中から母親に同室してもら

　う。母親が同室しても，落ちっかない，課題意識がなく

次から次へと興味がうつり，1つのおもちゃで遊ぶこと

ができない。部屋中歩き廻り，じっとしていない。名前

を呼んでも，ふり向こうともしない。頭が大ぎくて，歩

き方がぎごちなぐ，よたよたして転びそう，検査中，一

語も話さない ，喜ぶとアーアーといって大きな声をあげ

る。検査結果はD・Q．62，であった，日常の様子を母親

から聞き1 また，．来所時の行動を観察した結果がら判断

して・ 検査結果が特に低く出ているとは思われない乙

　・両親が訴えている通り，全体的に発達がおくれている

と思われるが，小児神経科医の診察を受ける必要がある

と判断し・両親にすすめたところ，父親の勤務先の近く

の丁病院で受診したいという希望で，一早速一丁病院の1

医師の診察を受けた。

　 5．医学的診断の結果及び経過

　2才3か月時，連動発達，知能発達のおくれがあり，

頭囲，98パーセントタイル，S．D．（きtudy汐aria－

tion）脳波測定結果r全般的に高圧徐波群positiveεpi・

ke，左側頭葉に出ている。投薬治療が必要という診断で

投薬を開始した。 1

　運動能力のその後の発達状態，左足の片足とびが5才

でできるようになったが，右足ではようやく7才ででき

るようになる6略才7か月で階段の交互降りが出来るよ

うになる。左利き，右手の運動能力はかなり劣る。

　脳波測定結果の経過r全般的に高圧徐波群，左側頭葉

にbositive，spikeが常にでていたが投薬治療によりだ

んだん消失してきている。

　C　Tスキャン検査の結果一10才3か月時にC　Tスキャ

ン検査を行った，側脳室，正常範囲限度，第4脳室1 大

槽，上小脳槽，やや大きい，脳水腫ではないが，脳がや

や萎縮しているためか，小脳の発達不全があり，その結

果，運動発逮が遅滞したと思われる。

　6・両親と本児の状態及び，今後の対策についての話

　　し合い。

第20集

　　丁病院において・受診した結果が出たととろで，当所

　における初回面接時の結果と合せ，本児の状態と今後，

　障魯を改善すう零めにどのようにしていくかについて話

　し合った。以前から両親が心配している本児の発達のお

　くれについては・科学者である父親にその場逃れの曖昧

　なことを告げるより，現在の状態を客観的に説明し，

　幼少期のおくれは，その時期に一番適切な扱いをしてい

　くことにより，可成りの改善をみることができるもので

　あるから，これから一緒に努力してみることが大切であ

　るということを話した。両親は，本児の現在の状態を知

　り，がっかりしながらも，将来に対しての努力をすると

　いう前向きの姿勢がもてたようであった。

　　当面，本児に対して，どのようにしていくかについて

　は，次のようなことを両親に話した。

　　1）1医師の指示に従って医学的な治療を行っていく

　こと。r

　　2）1両親が本児に出来るだけ接触し，場面，場面で適

切な話しかけをしていくようにする5本児あ気持を受け

　とめてやるように努める。

　3ン本児は，固執傾向が強いため，両親は「この子は

弔れが嫌いだ』しない』というように，本児の行動様式

をのみ込んで・それに逆らわないよ うに生活させている

ので・それから本人が脱皮する機会がないように患われ

た。そこで，本人が嫌がった時に無理強いずることほよ

くないが，日當の生活の中で生eる新しい経験をさせて

みるようにナる6

　4）食事などの日常の生活習慣にっいて，はじめは上

手にできなくても出来るだけ本児にさせるようにしてい

く。

　5）同じマンションに子どもがいて，外で遊んでいる

ので，そこに連れて他の子どもと交る機会をつくってみ

るようにする。

　以上のような方針で子どもと接し，何にか疑問を持っ

たり，不安になったら遠慮奪く連絡するように付け加えた。

　7，経　過

　（1）幼稚園入園前（3才7か月迄）

　母親が時折本児の状態を報告し扱い方などの助言を受

けに来た。その結果をまとめてみると両親は根気よく本

児と接するように努めた。 しかし，本児が“度嫌がうた

ことについては・それを避けて扱うことが多かった，例

えぱ，2才のはじめ頃，新しいパジャマを買ってきて普

せようとしたら，それを普るのを非常に嫌がり， ひどく

泣いたことがあった，それ以後は，本児が何時も気に入

って着ている，ポロシャツの同型，同色（サイズは大き

いのも混ぜ）沢山用意して，昼夜ともそれを着せるよう
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権平他Σ発達障害を示した男子の⑱無にわ之る追跡的研究

1切魅3才3ケ月風パジ裾を何気なく出し罐ぜ

てみたらと．， 母親に助言したところ丁「き摩と蒲ない1と・

思ら上と言硫ながら，5或る日∫ 知人からもらったペジも
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園、さ世、てみたら』 とのわれた。ン両親にその旨を話しダ・3

年保育をするこ・とをすすめてみた。丈両親ははじめ無理で
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早ゆ聯骸隙』駆燃鱒熟鮒？博鍵
範て蜴本畔？鴨軽難熱即き醜鱗臥
律糊『廼鱗塚咳を騨瞬1｝』…、欄翫硲
＃纏の廊をいく⑳り警？ヤ章鱗塵鱗慾璽
声う質南る・

㌔
、で、ζ∫レ1』こ： 』 f ri』 涛？、㌧1り二 」εエぎ 5

　（ 1・着う勿に？駐てr　二． ！、、ンド』㌧ 一「 礎押1践∫）暫
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日本総合愛育研究所紀要

　本児は猪る物について好みがはっきりしていて，それ

を着せようとすると嫌がるものがあった。

　ハイソックスを嫌がってはこうとしない，母親が無理

にはかせると， ソックスのようにおろしてしまう，その

ままにして外出し，パスに乗っていたらハイソックスを

はいた子どもが乗ってきたのを見て，自分でおろしてお

！・たハイソックスを膝下まで，そっとあげた。それから，

ハイソックスを平気ではくようになった。

　ニット製のシャツがすきで，布製のものをなかなか暫

ようとしない，母親は布製のものは，本児はきないと思

い買わないようにしてきた。5才の七五三の時，祖父母

から背広r式が贈られた。はじめ，ワイシャツを着るの

を嫌がっ たが，ネクタイをみて「パパみたいjというて

ネクタイをするにはワイシャッを管てからと話すと，ワ

イシャツを啓て，・ネクタイを結び，背広を着て喜んだと

いう。これをきっかけに，布製の洋服がき、れるようにな

った。

　トイレット　トレーニング

　大小便の予告をするようになって， おむつが大体とれ

たのは3才頃であった。しかし，自分の家とよくいく母

方の祖父の家のトイレ以外にはなかなか入ろうとしない，

おしっこが還い子どもなので，遠出することも余りない

ので間に合っていた。幼稚園のトイレにも入らないので

これでは困る、と両親は考えて，デパートなどのドイレに

父が一緒に連れていってさせるとするようにはなった

が，睾慢して自分からトイレにいこうとはしない，両親

牟みていて∫いきたそうだと判断して「トイ図といこう」

と誘えぱいけるようになった。幼稚園では，1先生が 「皆

トイレにいきましょう」と昼食の前などに誘うといける

にようになーう七きた。4歳6か月’ 母親と母親の友達の
家に遊びにいき， 母親が友連と話に夢中になっていたと

ころ，本児が「トイレ貸して　さい」と大声でいって，

自分でいったの冬，母親は我が子の変化にびら くりして

しまった。それからは，母親も本児の排泄あことは気に

しないで，本児にまかせるようになり，排泄の自立はで

きるようになった。

　君葉の発達

　初回に来所した2才2か月時の検査中には有意味の言

葉は一語も話さなかった。当時家では7語ぐらい話し七

いたと》うことである。2才7か月頃1ヒほ反凌語が目立

った。3才過ぎた頃から，自分の要求は言葉で表現でき

るようになり，自分から話そうとすることは，相手に蓬

解できるように話せるようになった。しかし，直前のこ

とを聞いても，答えられないことが多かった。例えば5

昼食のすぐ後「何に食べてきたの」と聞い亡も， どんち

第20集

んかんの答えをしたりした。自動車に興味があり，車の

名前を覚えて，正確にいうことができるのに，物の名前

を覚えることは，同年令の子どもより劣り，かまぼこを

たらこというように，5歳すぎまで取りちがえて覚えて

　しまい，訂正されてもなかなか正しく覚えられなかった。

　3歳頃まで，子どもが一番先に覚える，パバ，ママを

取り違えて云うこともたびたびであった。6歳すぎた頃

より，会話が年令並に出来るようになり，こちらの問い

かけにも適確な応答をするようになっ1 5
　5才7か月の時に，母方祖父が病で倒れ，母が手伝い

にいき近く弔家にあづけられたことがあった。窓から外

をみて暗くなってきたら「暗くなってきたね，ママ帰っ

てくるかしら」と淋しそうにいうので「大丈夫よ，ママ

忙しいのよきっと」というと「忙しい，忙しいとい って

もなにをしているか解ったもんではない」と本児は云い，

しばらくして母が帰ってくると「何にしていたのおそい

ね」と云い，母が「おじいちゃんが病気で動けなくなっ

たので大へんだったのよ」というと「おじいちゃんかわ

いそうだね」といっていた。母親は「忙しい，忙しいと

いって……」は祖母が出掛けて帰りがおそい時に祖父参

いう言葉であって，本児が適当な場面でつかえたごとを

喜んでいた。幼稚園を卒園する頃には，言葉はだんだん

に発達してきた。卒園に当り，「大きくなったら何にな

りたいですか」と担任が一人一人に聞いた時に，本児は，

　「お医者さんになって病気の人をなおしてあげます」と

答えている。

　絵の発達

　1歳6か月頃より絵を父や母万祖父に帯いてもらうこ

とが好きで，特に自動車の絵を描いてもらうのが六好き

であった。2歳頃から「ブープjという言葉が云える よ

うに苓ると「ブーブJと紙を指さして描くように要求し

て，描いてもらった絵を持ち歩いて書んでいた。本児に

描かせようとしても，描こうとせず「かいてノ」’という

ことが続き，クレヨンを持たせても，なぐり描きをちよ

っとして止めてしまった。幼稚園に入ってもなぐり描き

ばかり』
ていた。4歳になった時，当所にきて遊びめ場

函で・権平に「自動車かいて」と画用紙を持ってきた，

「先生・パパのように自動車描けないのよ，A男ちゃん

』毎日描いてもらっているから描けるでしょう，どんなよ

うに描くの，描いてみて，」といってクレヨンを手に握ら

せたところ，なんの抵抗もなく，第1図の絵を描いた。

これは，家，幼稚園でも形になづたものを描かなかった

ので， 本児が描いた形修ならたはじめ6絵である。それ

をみた母親がびっくりした，家1；帰ってやらも，自分で

その日から毎日のように絵を描いて遊ぶよう になり1ふ
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権平他＝発逮陣害を示した男子の13年にわたる追跡的研究
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　　月後に当所で描いた人の絵を第2図に示した欲絵を描・く

　　のが好き、で毎日 10枚ぐら い描いて遊んでいた髭5才3か

　　月時に当所で描験た絵を第3図で示した。、これは自動車

　　が道路を走って婚る壱ころの絵で「ごづちにも自動車が

　　走っ て馳ぐんだよ・と話しながら描じてい鵡葺小学校に入

　　う、てからも絵は好きで図工は4ン，』中学校に入学後は美術

　　部に入り，i ．油絵を楽しんで描いでいる61脅 奪治 『Yiこ』ll寸1窃

　　ひ絵本に対する興味ン虹㌧（尽』・八．㌧l　l』己　，蝋∫泌嶽 ：’「

　　づ絵本を与えてもにじめは興味を示さ，ないで， ぺ rジを
　　めく疹ぐζと蕉興味を示し，L読んでも1ら・づてkいでも途中で

　　めく づ てしまう．と働．う1状態であづたが，ン4才で自分で絵

　　をかけるよう1になづた頃から，入急に興味を示し出じ，ぐ・チ

と　　ビクロサスボを読んでゃヴたら家に帰づでバFべ夕哨に

ζ1　なっ尭」、海どδ母親に断片的に話すのでびづぐり したと

・1　いうデその後みにぐいあひるの子51丁匹の小やぎ・〉3匹

1　¢しこ二ぶたを何回も読んでも らい全部言己憶して』し～まう1た 5』

　　大きくなっても読書が好きである6・、Σ 二r一 ㌧さ∵ 踏

：け1識：：惣鷺議基身£轟晶券あ篇力茎

“

第唄r》賂4娯，“、・噛・

よケやく読めて書け、る ようにな一づiたが字には興味を1示さ1

なかウた比興味がない窺腫教え込むう どし宅も，｛効果が

期待できないと考応ていたヂく・就学前6・か月傾から母親が

あせり、出しだが興味が出ればす1ぐ／に覚える から無理に教

えな し，、よ㌔ケ、にど硲養でおいだ謎就学4か月前頃より急樽

興味を示し．二絵本髪自分で読みはじめ，1i密ぐ方右どんど

ん覚蔑，就学準か月前には平仮名は全部書けて読める中

う1くなったoよ liン、 ．ジ 9妙・尊碑；・♂1、 ．1∵　r二商・Ol

・¢数に対する興味はなく修就学前にようやく熔物と対応

し、て20位迄数え られるようミに窟うた。》二り（』1 ．、丸 …』 ｝

、三ヤ、情緒の安定野外r㍑『＝、（見》悉1 1ぎ 　’＼lli…』島講ぐ賠1、

、・朱にも述ざ良毒う」に蔓、箭脚卜以外の洋服をきなかづた

り，し他家のト，イ・kに入らな聾よか薮行動がみられた1 ト

．乳児期1弓は夜泣きがひど《三髪れが解溌さてれでも原因が

は歪，き 堕じない餐長泣き 蔓たり‘二1病院ではひどぐ泣』かで

診察できないようなことが多かった，4才の時，行動奄

冥デオにとろう古、遊戯室殿入れると1・泣ぎ出して’「130分

程，ヒ 観察者に抱かれて泣嬉で婚たが｝：二泣き止んで丼泣㌧ト

ていた蔭毎など忘れた：去う に践 積極的に遊び出した猷幼

稚園でもはじめよぐ泣いていたが，原因がなく泣くことが

な くくな・？頂きた。1母子合宿に5才の時，2 参加したが親が

ら離れで子どむのグルーブで過しダ・・皆と一緒にやづでい1

たヵ勘永泳の時水壱嫌いちょっ亡水がかかると；大騒ぎを

じて，、指導者に抱かれて水に入っ たが，C嫌が箏て泣販、て1

いたず、ζの時期に傍緒は安定してきたが，こ域だ，、他の子

に比琴ると，ちょづ とした事で泣ぐことが多かう怨根γ
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日本総合愛育研究所紀要

　 小学校就学

　先にあげたように運動能力がおくれている上，知的発

逮もボ」ダーラインだということで，主治医から就学を

1年猶予したらどうかという相談を受けた。幼稚園では

一応皆と同じにやっていること，両親から「この子に合

った私立があれば入れたい」と云われていたので，小人

数のB小学校の校長先生に本児を見て頂き，就学につい

て相談した，「大丈夫だと思うので，入試を今年受ける

ように」といわれた。「入試の結果，駄目なようだった

ら，無理して入れないで下さい」と頼み，11月に入試を

受けた結果「全く考慮しないで合格点をとっている∫と

いうことで，B小学校に入学させること・に決定した。

一（3）小学校在学時（6才8か月舶12才7か月）

　・B小学校入学に当り，一人で通学出来るようにと両親

は考えて，小学校のすぐ近くに転居した。この小学校は

放課後も校庭で遊べるので，本児は毎日のように友達遊

びをすることが出来た。．

　小学校入学と同時に当所に於て，月1回1・1紀要第14集

に r情緒陣害児等の学業指導に関する研究」 と して発表

した方法で学習指導を行った。この方法は算数科の問題

の形をとった材料を用いて学習診断テストを行いその結

果を整理し，領域別のプロフィールを作製してその結果

にもとずいて，親と子に対する個別指導を行う。われわ

れが行ってきたこの学習指導の研究の結果，対象児の多

くに機能語の修得に欠落があること巷見出した。機能語

鶴 これらの対象児が幼児期において情緒が不安定であ

り，また，認知，言語発運の特徴的な障害がみられ，・こ

れにより発達のアンバランスを示していることと深い関

係があると思われる。本児に対して，6才8か月時に言

語の修得状態をみるために次のような検査を行づた結果，

P　V　T絵単語検査4才5か月，言語刺激反応検査1型2

才7か月，｛TPA視覚検査2才6が月であった， 』すべ

ての検査結果が年令並の発達はしていないが，1特に言語

刺激反応検査1型，・一I　T　P　A視覚検査は低い結果であう

た。

　算数科の計算，図形などの技法を教えるとともに，文

章題を用いて， 機能語を修得さぜていくように，小学校

卒業まで指導した，この学習指導は母親に11か月間の学

習方法を指導し，rそれに従って家庭で母親が子どもの指

導を行うのである。そのため，母親の根気ある指導力が

要求されるわけである。本児の両親は模範的に根気よく

指導し。特に父親は教材の工夫をし昇本児の興味に合う

ようなものを作り ，われわれが却づて教えられることも

あった。 このことは本児の指導効果があがった要因とし

て見落すことができない。 各学年末に行った該当学年の

第20集

算掌学習診断テストの結果は第2表で示した，5年，6

年で50％以上の通過率になり，順調に進歩していった。

・表2　各学年来に行った算数学習診断テスト結果

年1年2年3年4年5年6・年
．47・1％34・8％40．6蜘3，3％54；0％5L7％

　国語科の学習にっいては，小学校4年から毎日日記を

書かせるようにし，それについて，文章の組立て，漢字

の適切な使い方などを指導していった。6年時の学力偏

差値は算掌46，国語57で順調な伸びを示した。

　小学校での様子をみると，入学当時は友達にちょっと

何にかされるとすぐに泣いていたのが3学期Φ終りには，

男の子とけんかし宅『なんだよ」乏かからていけるよう

になり，体操の行進も上手になってきた，また，掃除当

番の仕事などもきちんと出来るようになった。

　2年生，目立って変ったことは教室で泣かなくなり友

達からも「この頃A男君は泣かなくな？た滋え」といわ

れるようになった。友逮との接し方もとても男の子らし

くはっきりして，時々，友達と一緒に野球や相撲ができ

るようになってきた。

　3年生，友達との協調性がでてきて，仲よく遊べるよ

うになり，新しいことを工夫して進んでするようになっ

てきた。

　4年生，費任感もでてきて，掃除当番がきちんとでき

るようになり，友違が困っている時に助けることもでき

るようになった。

　5年生，身辺の整理も上手になり，友達と協調して製

作し，自分の意見もはっきり云えるようになってきた。

　6年生，礼儀正しく態度もしっかりして，必婁な時に

は，リーダーの役割がとれるようになった。

　私立中学校を受験し合格した。

　（4）中学校進学後（12才8か月～15才）

　合格した私立中学校の入学後に行った学力検査の全員

の平均が偏差値53で南った。入学後，体育の時，運動能

力が劣っていて目立つがどうかしたのかと母親が呼び出

されて闘かれたが・幼い頃からの様子を説明したところ，

「だんだんよくなってきたのだからよいではないですか，

これからも努力してやってし．・きましょう。」と云われ，母

親は安心したという。本児に対して，教師がマ，ラソンを

一緒にするなど指導して，3年生φ運動会1ζは組体操を

皆と同じようにすることが出来たじ

　1年時の成績は国語4，数学2，社会4，理科3，英

藷2，82人中60番』2年時は国語3，数学2，社会4，
理科3，英語2，82天中62番であった。
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権平他：発達障害を示じた男子の12年にわた畜追跡的研究

』聯は美御こゆ鎚を肇嘩描き国1聯きをしていたのに・蜘とな轍灘痛のを描

学界鱗 堺鱒1癒 1∵』 　麟騰，禦瀦縢罐黙蓬麓
」・解◇埋・＝望、…一“』◇：i◇ド穿二㌘麟灘雛灘窪1総鍵謡

本児ほ首のずわ りレおまわり♪歩き始あ，話しほしめ　　えた刺激にすぐ反癌するのぞばなく・1』刺激を受け入れて

などがおくれ発達障害を示し，両親ほネ安を感じそいた、　いてもすぐに反応しないで，その刺激を自分みものとし

出生後，定期的に小児科医により保健指導を受けていた。　て受け入れていくことがある。その場ですぐに効果を期

担当医は早くから本児のおくれには気付いていたが，医　　待して反応しないからとあせるのはこのような子どもを

学的には治療法がないから，両親に早くから教える必要　　扱う場合には禁物である。あせらず，根気よく指導して

はないと判断したという。2歳3か月時に，両親は本児　　いくことが必要である。本児の経過をみると，無理強い

を小児神経科医に診察を受けさせた。その結果，脳波異　　することはよくないこξであるが，子どもが今までの癖

常が発見され，投薬治療を開始した。母方の祖父母は投　　から脱皮しようとする機会を把えて聾r・き，周囲の者が子

薬3か月後に「とろんとした眼がいぎレ、1ぎしで1’何んにぺ㌃どもの脱皮するカを圧柔ゑけるよラな縁き1、をしないよう

でも興味を示し，手を出して見るよ・う’になった，4も らと㌧・に注意する燈と炉大切である。1謬．IT∬，」rl
r防

早くから投薬治療をした方がよが6ためマはないか6 お㌧．し一本事例の両親1劃・本児の発達がおくれていることに気

くれや胆鴛な瞭毒警な・り僻恥聞卿鷹いづくと・その潴のために鋤を惜しまなからた・両親

たのに・何んのゆ叫蝉煕繭垂旨華知す吹ともキリスト教の儲で・着噸からボランティア圃
のか」といっていると母親がめべてし嘱おぐ搾薩をしでき燗係などカ・うか紳書児剛する観を持た

に何時どのように話すかは医師や臨床心理学者の間にも　’ず，本児の発達のおくれが残ったにしても，それなりの

問題になづている・’発達には個人差があり， ・乳児期に発 1鳶生活をさせるよ…勢弓凌ればよ砂彰しカ｝し， 障害の改善に

達が身ヤおく弗たからと，発違のおくれとして断定して　　対する努力をしてやるの1よ親し牟いないと考え～てレ、だρ1

しま うことは危険である。・ しゃじデ小児神経科をはじめ協・そのためか妙本児に対して．「あれも出来ない，、導抄も出

とする医学叩治療レ臨床心理学などの進歩にともないニジ1㌧…来ない」匙いう見方をしな槍で・rあれも出来るう、，ζれも

発達がおく れた子どもに対する援助も急速に進歩していピ』』・出来る上というように見処いくこ とが出来た鱒ζれは李

る。そのため，発達がおくれた子どもに対して，早期に・竺児の発建によい影響を与え西屯う護ζ思う。 幼稚園に入園
適切な処置を1どることが‘お ぐれを取戻ずために有効で・ヤrさせた時も｝皆と伺じような行動牽本児がとう獄瞬から

ある占「特に両親が子どもめ発達がおくれていることに不∫γ1とあせらずに」 園側と相談瞳教会で待機レ準こ、となど

安を持ぢ始め碑合には落観的跡て子どもの発齢・∵・r亙園と醐と磯係もう…ま仲き勲稚園倶咀紬期
おぐれていせい時でさえ1F発達がおくれ亡いないのに神』…の改善に積極的に協力

し羅ぐれた乙とも本児に亡6て好
経質1す考え過ぎている」 と‘笑に付してしまう ごとなぐ，脚『条件になっ たことも見落し滅はならないと思うb泡、1e

両親がなザ舞声子の発達がおぐれているのではないがど　「・…1r小学校選択につい忽も渋本児に尋番合ケと思われる学

いう不安を持ぢているめかといヴことに注意を向げダ輿∵＝校を選び，1小学校入学ど同時に，・学校のすぐ近くに転居

剣に脚郷飾両親の子どもに対ずる鞍を解消・して瓢した講の小学校は放課後酵校を開放し宅泌くの子

いく努オをするごとが子どもの今後φ発達にとら亡大切』1・ども達が遊べるようになbでいたb．本児は低学葎の頃に

なごとぎど思ヴぴ宰際に発達がおくれた子どもの場合に1∵乙は毎日のよう・に遊びにいき劉友達遊びが出来たて亡も本

は，一両親τこ不安ンを必要以キ1こ与えな」・よう注意を払うこT　l笥児の成長に役立らたと‘思診れる。∫殉頭．’出詠、毛ドll

と揖云うまでもないがド玲象φ対蓼になるかどう⇒拶医・ 「” 当所で行6㌔た学習指導にういでも両親が指導に忠実に

学的検査など早期に行い』治療ずる必要があれぼ典治療・呂従幅▽本児に合うような教材の工夫までしで孟ン∵根気よくく

に努力するように指導していくごとが大切であるポ本事：町家庭セ指導したことが，本児の学力を伸ぱすことに役立　．

例のように扱いにくい行動を示している子どもの場合に　　ったと思う。

は，母親のカウンセリング，子どもの遊戯療法などが有　　　13年にわたる追跡研究の結果，両親の子どもに対する

効であるg　　　　　　　　　　　　1　　　 　　深い愛情と努力により，本児の現在の成長した姿がある

　本事例の経過をみると，例えば，描画の発達のように　　と思われる。われわれの役割は，子どものその時々の状

描いてもらうことにのみ興味があり，自分ではなぐり描　　態に合った扱い方をすると同時に，母親がそれを理解で．
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きるような援助を与えることである。
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viewingthec。urse。fhisdevel・pment，hisDQwas62attw・yearstw・m・n伽s・buthisIQtumedto

．g2whenhεreached血eag6・ff・urteenyearsandsevenm・nths・Asf・rhisg「adesatthesecondyea『

。ftheprivatejuni。rh玉ghschQQ1，hestQ・dsixty－sec・ndam・ngeighty－tw・pupilsinhisclass・Such

pr。blembeぬavi。rsasrefusingt・wearnewc・a捻・rt・9・int。thet・iletr・・ms・fathe「housesthat

hadapPearedinhischildh・・dwereremediedatthetimewhenhee血teredtheprimaryschoQLNow

heisthethird－year
b。yQfthepriva胎juniQrhighschQ・landadjusおhimselft・thesch・・11ife・

　Wehaveleamedfr。m血iscase・thatwhens・methingunusua1玉sfQund・ut励ec・u誓se。fchild’s

deve1。P斑ent，itisnecessaryt・makeamedicale…inati・nini姶earlystage・andplacethechildim’

mediatelyundermedicalcarewhens・mehandicapisdetected・Atthesametime，itismo「eeffectlve

tQtreathimbyplay一山erapyandtQgivehimguldancei01eamingafter thee㈱磯血t・thep「ima「y

sch。Qlt。settledQwnhisem。ti。naldisturbanceaswellast・savehimfr。mdelayinginleaming・

M。re。ver，1thasaneffectQn伽eimpr・vement・fhishandicapt・givethech‡1d’sm・伽ersuitablead－

viceab。utrearinghimas・ccasi・ndemandsduringthec。unsehngsess三。ns・
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